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経常利益

会社概要
■商号	 株式会社アバールデータ
■資本金	 23 億 5,409 万円
■代表者	 菊地　豊
■設立	 1959 年（昭和 34年）8月
■従業員	 182 人　

■事業内容
制御機器、計測機器、開発機器、通信機器、医
療機器、理化学機器の開発・設計・製造・販売

■本社および事業所
本社・町田事業所 /
東京都町田市旭町 1丁目 25番 10号
厚木事業所 /
神奈川県厚木市金田 1041番地	

■取締役
代表取締役社長　	 菊地　豊
代表取締役　	 広光　勲
取締役	 岩本直樹
常勤監査等委員	 大塚忠彦
監査等委員	 金子健紀
監査等委員	 金澤健一

■取引銀行
横浜銀行町田支店、三井住友銀行町田支店、
三菱UFJ 銀行町田駅前支店、
三井住友信託銀行横浜駅西口支店

■販売先
旭硝子／アドバンテスト／小野測器／オムロン
キリンテクノシステム／倉敷紡績／CKD／島津製作所
JUKI ／日本製鉄／ SCREENホールディングス
セイコーエプソン／ソニー／ディスコ／	デンソー	
東京エレクトロン	／東芝／東レ／トプコン／ニコン
日本電子／パナソニック／浜松ホトニクス／日立製作所
日立ハイテクノロジーズ／富士通／HOYA／三菱重工業
三菱電機／レーザーテック
（五十音順、敬称略、以上30社抜粋）

売上高 /経常利益

総資産 品目別売上高構成比率
（2018年 3月期 /2019 年 3月期比較）
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本社／町田事業所 厚木事業所

1959年	 8 月	 応用電子研究所を母体に東洋通信工業株式会社を設立。本社工場を渋谷
区に設置。

1975年	 4 月	 日本光学工業株式会社（現・株式会社ニコン）より、微小寸法測定器の
試作を受注。株式会社ニコンとの本格的な取引開始。

1978年	10 月	 日本光学工業株式会社（現・株式会社ニコン）の製品を取り扱う業者の
相互交流を目的とした日本光学協力事業協同組合に加入、協力体制を深
める。

1979年	 4 月	 ポータブルタイプの PROMプログラマ「ペ
ッカー 1（PKW-5000）」を開発・発表。

1981年	10 月	 厚木市に厚木工場（現・厚木事業所）を開設。
1982年	10 月	 社名を「東洋通信工業株式会社」から「株

式会社アバールコーポレーション」に変更。
1985年	 2 月	 CPU68000 を搭載したVMEbus ボードコ

ンピュータを開発・発売開始。リアルタイ
ムOS「OS-9」（マイクロウェアシステム
ズ株式会社）をサポート開始。

	 9 月	 長崎県諌早市に長崎事業所を開設。「ペッカ
ー」シリーズ、総生産台数 5万台を突破。

	 11 月	 PROMプログラマ「ペッカー 10（PKW-1000）」とポータブルターミナ
ル「AVAL-TM20」が通商産業省選定グッドデザイン商品に選定。

1987年	11 月	 長崎事業所を分離独立し、新会社「株式会社アバール長崎」を設立。
1988年	 4 月	 画像処理製品開発プロジェクトを発足、産業用画像処理分野へ本格的に

進出。
1989年	 2 月	 社名を「株式会社アバールデータ」に変更。
1991年	 2 月	 店頭銘柄（現・東京証券取引所 JASDAQ）として

新規登録（日本証券業協会）。
1995年	 1 月	 品質システム ISO9001 の認証を取得。
1997年	 4 月	 CompactPCI	bus	モジュールを初めて国産化。
	 8 月	 オリジナル画像処理 LSI「AIP-6401」を開発。
	 10 月	 CompactPCI を中心に産業用組込みシステムの促

進をはかる	PICMG	JAPAN	に参加。
1998年	 5 月	 本社を町田市に移転。
2001年	 1 月	 環境マネジメント国際規格	ISO14001 の認証を取得。

	 12 月	 システム間のメモリ共有を可能にする「GiGA	CHANNEL モジュール」
をシリーズ化。

2002年	12 月	 高機能画像処理 LSI「AIP-7000」を開発。
2003年	11 月	 株式会社アクセルと画像描画・伸張 LSI 応用システム製品事業のアライア

ンスを組むことで合意。
2005年	11 月	 小型画像処理プラットフォーム「ASI-1100」を開発。
2006年	 3 月	 JIIA（日本インダストリアルイメージング協会）発足に参加。
	 7 月	 環境対策の一環として新規設計製品の RoHS 指令対応。
2007年	 4 月	 厚木事業所 1号館完成。厚木事業所再構築が完了し、併せて生産革新運

動（Avaldata	Revolution	Plan)	Phase2 を完結させる。
	 6 月	 カメラに画像処理部を内蔵したインテリジェント ･カメラ「ALI-6000」

を開発。
	 11 月	 PCI	Express バスブリッジ LSI「AAE-B04」を開発。
	 11 月	 東京エレクトロン	デバイス株式会社と販売 ･技術業務の提携を行うこと

で合意。
2008年	12 月	 100MHz の高速サンプリングに対応した PCI	 Express

対応の A/D変換ボード「APX-510」を開発。Express	
Converter としてシリーズ化。

2009年	 9 月	 次世代カメラインターフェース「CoaXPress」のコンソ
ーシアムメンバー加入。	

2011 年	 3 月	 CoaXPress 対応のAPX-3662 発売開始。
2012年	 9月	 超高速光通信カメラインターフェース「Opt-C:Link」を独自開発、発売開始。
2013年	 9月	 厚木事業所が一般区分の医療機器製造業許可（許可番号：14BZ200171）を取

得。	 	
2014年	 1月	 スリット光に白色LEDを用いた「カラー光切断法」を開発。
	 11月	 株式会社フィックスターズと業務資本提携。
	 11月	 「組込みマルチコアコンソーシアム」設立に参加。
2015年	 4月	 InGaAs短波長赤外カメラの開発、発売開始。
2017年	 7月	 株式会社アバール長崎の株式の一部を東京エレクトロン	

デバイス株式会社に譲渡。
	 10月	 株式会社Phoxterとの業務資本提携。
	 11月	 株式会社エイ・オー・テクノロジーズとの業務資本提携。
2018年	 ６月	 TS	corporation(韓国）と合弁会社「Aval	Global	Co.,Ltd	」を設立。

会社沿革

VMEbus 製品

PKW-5000

PKW-1000

組織図

AAE-B04

ABA-003IR
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2019年7月現在

株式会社アバールデータ 〒194-0023 東京都町田市旭町1-25-10

本社：042-732-1022
お問い合わせ先FAX

info@avaldata.co.jp
Eメール

www.avaldata.co.jp
ホームページ

本社：042-732-1000
お問い合わせ先電話

証券コード6918

厚木シティプラザ

金田歯科クリニック

バスにて当社に来社される場合は厚木
バスセンター⑩番乗場から発車するバ
ス (市立病院前経由原当麻行・市立病
院前経由猿ヶ島行を除く ) に乗車いた
だき金田下宿で下車してください。

至・東名高速
横浜・町田IC

バスにて当社に来社される場合は
町田駅㉑㉒番乗場から発車するすべての
バス、または、町田バスセンター⑪番乗場
から発車するすべてのバスに乗車いただ
き町田郵便局前で下車してください。
　
徒歩の場合は小田急・町田駅より約17分

⑪

本社・町田事業所 厚木事業所


